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正

　魚類は生魚の ま ま貯藏すれば腐敗 を起 さ な く と も自家淌化酵素 の 作 用に依 り成分に變化を來 す も

の で ・ pH 　3・2 附近で は 酵素作 用を抑止 し得 な い か ら肉蛋白 も變性化す る筈であ り叉直接鹽酸も肉

蛋白に 對 し て i變i生作用 が ある 。 從 つ て 鹽酸貯藏 rl．tの 肉蛋白成分 の 變化を知 る必要が あるわけで 私は

先づ 貯藏鰮の 肉蛋白の 性状に就 て試驗 し更 に 貯藏中に液申 に溶出する成分の増減 を も試驗 した6
　蛋白質 の 性状試驗 ぱ そ の 利 用 目的 に應 じて 即 ち食糧、繊維或 ひ は 可塑物等 と行 ふ必要が ある が茲

で は 一一
般 性腴 の み に 就 て 行 つ た もの でそ の 結果に 就て 報 告す る こ と N し た 。

〔1 〕　 鹽酸 貯藏肉蛋自質の 性状

　試料 は前報 の 如 く銚子 に て 鹽酸貯藏 した もの で 淵湯處理 に 依 り 肉質部 の みを分け擂潰し て 用ぴ

た。

　（1 ）　含窒素物の 區分

試料 一
定量 をと り pH 　7．5

’
ま で槲 生ソーダ t・て 中和 し 10％ N ・CI となる樣喰 鹽を加 べ よ く攪

搾 し て 1夜冷藏庫内に 置き可 溶性窒素を測 定 し透析に 依 り沈澱す る窒素を測 リグ ロ ブ リ ン 窒素と し

て 邇析殘液中の窒素を プ ロ テ t 一ズ 窒素 と した。

　　　　全窒素 3・145　 食鹽可溶NO ・987　　グ ロ プ リ ： NO ．148　　プ ロ テ オーズNO ．141

斯 くの 如 く何れ の 窒素 も少 く殆ん ど大牛は 濾遇性窒素即 ち低 級含窒素物で ある事 を知つ た 。

　（2 ） 肉質部の 食鹽及苛性 ソ ーダ に 依 る溶解度

生鰮蛋白質の 抽鬮 の研究k於 て 溶劑と し て 食 鰍 能 ・ 一ダ の 適當なる 蜘 つ た カ・こ れ を用 ひ

て 鹽酸貯藏肉蛋白質 の抽出を行 つ て 見た 。

　試料 59 を精秤 し こ れ に N −NaOH を加へ て 中和 し 10％NaCl 含量 となる樣に食 鹽を加 へ た もの

と0・2％ NaOH を加 へ て 全量50ccと し2時間蓮續攪拌 した後冷 藏庫内に 1 夜放 置 して そ の 剛 容性窒

素を測定 した 。 爾 こ の 試料 の 全窒素 は 3．224％で あっ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 試料中％　　　　　試料全 窒素中％

　　　　　　　　　　 N。C 璃 溶 N 　 　 　 O．962 　 　 　 ，b．83
　　　　　　　　　　 NaOH 可 溶 N 　　　　　　　2 ．981　　　　　　 92．47

　斯 く苛性 ソーダ で は全窒素の 約92％が 可溶性 とな り抽出劑 と して 最適 な るを知っ た 。

　（3） 苛性 ソ ー ダ の 濃度 と可 溶性窒素量 との 關係
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　前實驗 に て 苛性 ソ ーダ の 抽出劑 と し て 良好 なる を知 つ た が これが 濃度 と可溶性窒素量 との 關係を

試驗 した。 即 ち中和 した試料 10g 宛 と り これ に種 々 の 濃度の苛性 ソーダ を加 へ て 全量 を 100cc と

な し 2 時間連續攪 拌を行 つ た 後冷藏庫内lc　1夜放置 して そ の可溶性 窒素を測定 した結果 は 吹 表 の 如

くで あ る。 試料の 全窒素は 3．224％で あ っ た 。

各規定の NaOH

　 O ，025

1　 0．050

　 0．075

　 0．100

　 0．125

　 0．150

　 0 ，2QO

　 O．250

可溶性 Ng ！lOOcc

　 　 Q．2240

　 　 0．2829

　 　 0，2879

　 　 Q．2898

　 　 0．2899

　 　 0．2805

　 　 0．2875

　 　 0 ．289D

全 窒素に對す る 可溶性 N ％

　　　、69・48

　 　 　 87．61

　 　 　 89．30

　　　．99．92
　 　 　 89．92

　 　 　 87．00

　 　 　 89．17

　 　 　 89．64

　斯 く O・1N 程度 が最高の 可溶性窒素量 を示 し 全窒素 中約90％の 可溶性 を 示 し た 。

（4 ） 抽出劑液量 と可 灘 窒難 との 關李系

　前實驗 に て 苛陸 ソ ー ダ の 濃度 を決定 し た がSttc　t の液量と 可湘 生窒素量 の 關係 を求めた 。 即 ち中

和試 料 5g に O．IN　NaOH を下記 の 割 合に加 へ 2時聞連績攪拌 した後 1夜冷藏庫 内に放 置そ の 可溶

性窒素を測定した 。 試料の 全窒素は 3，224％で あっ た 。

0．IN−NaOH ¢ c 　　試料中％　　全 窒素中％

10152040

菊

505560

2．0102

．4092

．3422

．8992

．8942

．9102

．8552

．874

62．3574

．7572

．6489

．9189

．259L2788

、568

ヲ．玉3

O・1N−NaOHcc 　　試料中％　　全 窒索中％

253035708090100
，
2．6902

．6352

．9032

．9052

．8692

．8772

．906

83．458i

．7390

．0590

．1288

．9689

．2490

．15

　以 上 の 如 く試料に 對 し液量10倍量 が 可溶 ！生窒素 の 最高を示 して ゐ るが 7倍以上 で は殆 ん ど大差が

ない
。

　（5） 肉蛋白質 の 苛性 ソ ーダ 抽 出液の 酸に 依 る沈澱量 とpH の 關係

　前實驗に 於 て 肉蛋白物1質の 抽出劑 とし て の 苛 陸 ソ ーグ の 濃度、液量等種 々 の 條 件 を決定 した が こ

の 抽嵩液 の 蛋白沈澱劑 とし て 硫酸 を用ひ た場合 の pH と沈澱量と の關 係を求 めた 。 ．即 ち試料一
定量

に （全 窒素3b55％）に 10倍量 の O．IN −NaOH 　t加 へ 攪拌抽禺 を行 つ た濾液 に N ／5　H ，SO4　（・f　＝ ＝　1．11）

を 夫 痂 へ 生成 した 沈澱 量を乾燥糧 し液の pH ・t ＋ ン ・ ド ・ ン 電極 vcて 測定 し た 。 こ の 紬出液 の
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全窒素は試料に對 し1．6鍛 ％で全窒素中44。15％の もの で ある。

N ／5H2SO4ce

　 　 O．1

　 　 0．3

　 　 0．5

　 　 0．6

　 　 0．7

　 　 0．8

　 　 0．9

　 　 1．0

　pH

6、5056

．3786

．0105

．5755

．1604

．705

魚類の 鹽酸貯戡湛1＝關ず ろ研究 （第 5 報）

沈澱量 9／tOOcc

　 O．23

　 0．3？

　 O．53

　 2．58

　 2．50

　 5．54

　 3 ．92

　 、3．82

N15　H2se4cc 　　　 pH

　 　 1．1　　　　 4．500

　 　 1．2 　　　　　4．325

　 　 1。3　　　　　　4。100

　　 1．4 　　　　　3i615

　 　 1．5 　　　　　 3．765

　 　 1．6　　　　　3．62く）．

　 　 1．？　　　　　3．420

洗澱量 g110Qcc

　 　 3．84

　 　 3．61

　 　 3．04

　 　 2．08

　 　 0．97

　 　 0．62

　 　 0．29

681

　以一Lの 如 く沈澱量 の 最高は pH 　 5．16 で ある が pH 　5．6−・4．3附近 で も大差は ない 。

　（6 ）　肉蛋白質 の 分別沈澱に 依 る蛋白質 の 性歌

　蛋白質の性耿 を知 る に は各種溶劑に 依 り蛋 自を抽劭 し更 に分 別沈澱に て 得た蛋白質の 個 h に 就て

試驗 し なけれ ばな らな い が工業的見地 か ら實施 の 可能性 あ る苛性 ソーダ 抽嵩に て 得 た もの に就 て 分

別沈澱 を行 つ たが 勿論 こ の 蛋 白は Myotelinの外に Myogen 及 び Myosinも亦包含 して ゐる もの

で あ る。

　分離操作 の 大要 を示 ぜ ぱ次表 の 如 くで ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 魚肉 1 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　中和 O．17N−NaOH 　7L 充ρ加へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ く攪拌 1 夜 放置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 瀞過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　 ト

　　　　　　　鳧渣　　　　　　　
’

　 纛

　　　　　　　藷罪丁器
融

　　．職 徽 蘊

　　　　一
L

一 ＿

一 　 一
蛋 白

郷
　　　　　　　　　　　 濃滌　痩渣

鷹 謝

　　麟 峯濂
　　［末
不 溶暈 白

19 ．29

　　 　　　　　　 濾 過

　　 　　　　　　　 1
　　 「
　 就澱
　

．一
「

　　IO．07N −NaOH に 溶 解

　 　 Q．IN −H2SO ＃　t：て 蛋

　　　白葎 沈 澱 上澄液除去

　　 遽 心 分 離
　 　 l

　沈澱 物
丁

　　 水 洗後、酒精 工 冖テ Jγ

　　 に て 洗 ひ 乾燥粉宋

可 溶蛋 白（1）
　117．59

’．−「
1

灑睡 （pH ＝4．975）

1飽 和 鰯 。 て 1／，飽 和

1呱 蝿 … ［・
”C蛋 餓

↓
黜

※
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　　 　　　 　　 　※

癜
　　

1

透析 7 日

　　 蓮 心 分離
　 　 　

洗邇 勿
r

　　 フk 、　酒 精 、　　二 “ テ

　　　7レ にて 洗 ひ 乾燥 粉
　　 末

訂溶 蛋 白（皿）

　 2．19

濾k（，H 。，．，2。）

1
，H ．

’
、．、 硫安 、／2

　 1 飽和 電 なす も蛋 白　Il
黜 9 す

　．

　斯 くの 如 く Myorelin區分を多 く含む蛋白 （可溶蛋白 D 及 び Myosin區分 を多 く含む蛋自 （可

溶蛋 白 D の 兩種 を調製 した が 收量は 不溶蛋 白を合 し て 約 14％で ありそ の 中大部分 は Myotelin區

分で ある。

　斯 くして 得た蛋白の 全窒素を測定 した の に （無 水物中％）

　　　　不溶蛋 白 11．791　　　可溶蛋 白 117394 　　　可溶蛋自 116 ．912

とな り可溶蛋 白 1 が窒素含量高 く收量 よ ゆし て もこ の 區分が工業的 に利 用 し得 る もの と思ふ 。

　（7）　可 溶蛋白 1 の・等電行爲

　前項に て 得 た可溶蛋白 1 即 ち肉質部を苛性 ソ ー ダ に て 抽 出し抽出液に 硫酸を 加 へ て 析出せ しめた

螢 白區分 の等電行爲 を測定 し た 。

　試料 5．0393g　k と り水 を加 へ て よ く控和後 1夜冷藏庫内に 置き膨化せ し め て 易癬腴態 とな し之れ

に 0．IN．・NaOH 　150cc を加 へ 更に 水を加 へ て 250ccとな し蛋自を溶解せ し めた 。

　 こ の 溶液 10cc をと り窒索を測定 し た の に 33．677mg で あ り叉 こ の 液 10cc 宛に緩衝夜 （枸櫞酸

ソーダ 、 鹽酸）と水を加 へ 全量 25ccとな し 1夜靜置後蛋白 の 沈澱を濾紙に て 濾別 し沈澱 の 窒素を測

の濾液の pH を キ ン ヒ ド ロ ン 電極及 び ア ン チ モ ン 電 極 に て 測定 し た結果 は次表の 如 くで ある ●

10cc 中の 窒素 33．677mg

pH

4．0554

．4004

．7055

．0605

．070

騰 。 ・・一　素． 、
　1

2．35019

．12429

．6フ332

．？55

pH 沈澱 物の 窒素 mg

5．275 　　　　　　　　32．2Q1

5．508’　　　　　　 30，813

5．525　　　　　　　 29．045

5．790　　　　　　　27．475

6陰025　　　　　　　27 ．475

pH

6．2406

．3906

．3907

．157

．49

沈濃物の 窒素 m9

　 　 26．690

　 　 23 ．974

　 　 15．009　．

　 　 3．925

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11

　以 上の 如 く蛋 白沈澱 量の 最高は pH 　5．07 で あ りこれ よ り酸 性側 叉 は ア ル カ リ性側 に て も減少す

る が 減少割合は 酸1生側 に 著 し い 。 爾 pH 　5．06 よ り酸性側 、6．025よ りア ル カ リ側 で は沈澱 と液と の

分離が 困難 で 濾液 は清澄 とならない
。
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　從 つ て 苛性 ソ ーダ 抽出で 蛋白質を得 るた めに は硫酸で pH 　5、1 附近 と して蛋 白を沈澱せ しめね ば

な らな い o

（8）
．
肉質部の 防黴試驗

　糸歌菌 は前報 の 如 くpH 　2 以下にで も發育する もの で あ る が鰮肉質部貯藏に於 て も黴の 發育を見

ためで これが防止の 目的 で下記の 如 く鹽酸を用ぴ て pH 輩調制 し黴の發育歌況 を檢 した 。

　即 ち肉質部 （黴の 發生せ る 蔽）） をよ く擂潰した試料 509宛と り こ れ に 4b7 ％HCI を以下 の 如

き割合 に混合した後そ の 1都 を と リ キ ン ヒ ド ロ ン 電極に て 　pH を測定 し殘部 は ペ ト リ血に 入れ て

27°C 恒温室 に保存し て 徽の 發生 の 有無 を檢した 。 　 　
’

　 　 　 　 　 　 　 　 多

　　　　　　　表 巾十 に黴 の 發育 し7こもの　一
ば 發育 しな い もの な 示 す 。

’

鹽酸cc

　 D

　 2

　 4

　 6

　 8

　 10

　 12

　 14

　 16

　 18

　 20

pH3
．2753

．0002

，7152

．5602

．3552
’
．　t251

．9401

．670L5151

．375L125

12

＋

十

＋

十

34567103050H

十

士 　 　 十

k

斯 くの 如 く pH 　l．94 よ り酸性側 で は黴の發育を詔 め歩從 つ て 防黴の 目的 に は こ の pH に調節 し

なけれ ば な らな い 。

　　　　　　　〔II〕　 貯藏中に於け る溶出成分の壇減

　調味料製遘の 見地 よ り文魚鶻成分の 變化 を知 る 目的 で鹽酸貯藏中に溶 臣す る成分量 を試驗 し た 。

　（1） 溶出窒 i素

　貯藏樽よ り液部 を と の遑心分離 して 上澄液 の 窒素を測定 した 。　　．

　　經聖蚤日数 　　　　　　　　　9　　　　16　　　　23 　　　　30 　　　　44 　　　　51　　　　64　　　　71 　　　　80

　　溶 出 窒素 g！loocc 　　Q．585！　・o．701I　o．7635　0．7635　　1．1987　1．2381 　　1．6328　1。5742　　L 　6527

　斯 く貯藏 H 數の 經過に つ れ溶出窒素量 は増加 し て ゐ る が60 日以後 は餘 り變化が な い 。 斯様 に窒素

量 の 増加 した の は魚 體が崩壤した た めで あ るo

　 （2）　貯藏液中 の 沈澱物

　貯藏液申に浮遊する沈澱物 を測 り間接に 魚體 の 崩壌度を知 る た め貯藏液 1定量 をと り還心分離 し

て そ の 沈澱物暈を測定 し た 。
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　　　 経
’
瀕 日欽　　　　　　　9　　　　　16　　　　23　　　　　34　　　　　44　　　　　54　　　　64　　　　　71　　　　 80

　　　 洗潟曲 量　g　　　O．3778　　0 ．2B29 　　0．3553 　　0 ，2992　　0．5690　　0．5791　　0．5415　　0．5854　　Q．6025

　斯 く30日目まで は殆 ん ど沈澱物 の 差が な い が 40日 目頃よ り増加 して 來た 。 最 も試料の綵取 は均一

に 行 か ない 點 もあ るが30H 目よ b40日 目に於 て 約倍量 の 檜加 を示 して ゐ る の は こ の 附近に 於て 魚體

の 崩壊が著 し くなつ た もの と思はれ る 。 こ の經過 目數は30日目は 2 月末 日に當 り40日 目は 3月中旬

になる の で こ の 點よ り見て も魚髓 の 崩壌は可成 り温度の影響 が あ る と思 はれ る 。

　（3）　固　形　物

　前述 の 如 く貯藏液 を遠心分離 し上澄液を と りこ れ の 固形物を測定 した が 鹽酸含有の ま ま申和せす
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

に行 つ た の で 蒸發乾固に際 し加水分解が起 り實際 の 値と多 少異つ た もの と思ふ 。 尚 こ の 貯藏液 中の

鹽酸は 2．50979／100cc で あっ た 。

　經過 日數 　 　 　 　 9 　 　 16　 　 23 　 　 30 　 　 44 　 　 51　 　 64　 　 71　 　 80

　固 形 物 g／loQcc　 8．30009 ．Q21010 ．556810 ．757612 ．555612 。420214 ．153014 ．210014 ．3e4

斯 くの 如 く固形物 も貯 藏 日數 の經過 と兵に増加 を示 した 。 以 一h の 如 く貝守藏中に液中 IC溶 t．11する窒素

は 最初に 0．5851が 80N で 1．6527と」曾加 し沈澱物は 0．3778が O．6025とな り固形物で は83000 が 14．34泌

と著 し く増加 を示 して ゐ る の は 魚體 の とれ ら成分が貯藏液 中 に溶 出 した た め で 貯藏液中に溶嵩する

成分が 餘 りに も多 い 。

　　　　　　　〔III〕　 綜　　　　　括

　以 一ヒの試驗結果 を綜括し て 見 る と

　（1） 鹽酸貯藏肉質部の含窒素區分 は食鹽可溶性 の もの 0．987％で そ の 中 ゲ ロ プ リ ン 窒素は 0，148

％ 、 プ ロ テ 1 一 ズ 窒素 は 0．141％で 大部分は透過性即 ち低級含窒素物で あ る。

　（2 ）　肉螢白 の 抽出劑 と し て 食鹽及苛性 ソ
ーダ に就 て 試驗し た の に 0．2％ NaOH で は 全窒素の 約

92％が 抽出 され ζの 最適 濃度は 0．1N で試料に對す る液量は 7倍以上 が抽出能力 が大 で あ る 。

　（3） 苛性 ソ ーダ に 依 る抽 lll腋 の 1｛2SO4 に 依 る沈澱量 とpH の 關係を試驗 し た の に pH 　5．2 附近

で 沈澱量 の 最高 を示 した o

　（4 ）　．ヒ逋の 基礎實驗の 結果 を用 ひ て 肉質部 lkg を O．IN −NaOH に て 抽出 し た溶液に就 て 醐酸 、

硫 安に よ る分別沈澱 を行 つ て 不溶蛋肖 19．29、 Myotelinを含む可溶蛋白 1117 ．59、硫安 1／3飽禾1．ll・C

よ り雪 出す る 可 溶蛋自 12 ．1g を得ブこが 硫安 1／2飽和 に て は蛋 白 の 雪 出 が 認 め られ な か つ た 。 爾 こ

れ らの 一X 素 を測定 した の に 可 溶蛋 白即 ち Myotelin區分 17．394％で 最 も高 く こ れ が 收量 の 點 よ り

し て も工 業的に利用 の 可能性 が ある の は こ の 區分で あ る o

　（5） 可溶蛋白 1即 ち Myotelin區分の 等電行 爲を測定 し た の に pH 　5．α70 で あつ た。

　（6 ）
N 肉質部の 防黴試驗を行 つ た所鹽酸に て pH 　1．9 よ り酸性側 に すれば黴の發育は 完全に防止

し得 る こ とを知 っ た o

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

　　　　　　　　　　　　 （中 江）　魚類 の 鹽酸貯職法に 關 す
．
る研 究（第 5報⊃　　　　　　　　　 685

　（7）　貯藏中に 鹽酸液中に藩出す る窒素 、 固形物 を測定 した の に何れ も貯藏日數 の 經過と共に増

加 し叉液中の 沈澱物 も同樣 に増加 して ゐ る の は魚燈が漸次崩壌 しつ つ ある こ とを示す もρで あるρ

　　　 御指導た 賜 りつ s め る 高 田敏 授 に 深謝す る E 共に實驗に 助力 さ れ才こ鳥朋君に 感謝 す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （高暗研究室報告第 17の

魚類 の 鹽酸貯藏法 に 關す る研 究 （第6報）
・

鹽酸貯藏 中に於 け る ヒ ス タ ミ ン の 淌長

　　　　　　　　　　　　中　　　　江

（京都帝大 工 學部工 業化墨教室 、 野 口研究所高田研究室）

正

　昭和 17年10月21日 、 北鮮 、 雄基に て 生鰛 1871kg を濃鹽酸 （比 重L17）90L に水 を加へ て 51eL

と した HCI 　6．139／100cc含有液に 貯藏し 11月21日 に分割作業を行 つ て 得た可食部（脊骨を含む）を

4 斗樽に 詰 め京大研 究室 に 逾付 し た もの を昭釉 18年 2月 5 日開樽し た の に楡逾 中の動搖 の た め か 、

叉 は 自家淌化の た め か 可成 り崩壌 して ゐた 。
これ を中和食 味 した の に 舌 を刺す辛味強 く賺な呈 味を

感 じた 。　　　　　　　　　　　　　 ・　　
’

　 　 　 　 （D
　五十嵐氏は魚肉 の 辛 味は 魚肉の 鮮 度低 下に依 つ て 生す る ヒ ス タ ミ ン に墓 くもの で 鮮度 の 低下 ぜ る

魚肉に よ る 中毒現象 は 主 と し て ヒ 7・タ ミ ン 中毒で ある と述 べ て ゐ る 。

　 ヒ ス タ t ン の 生成 は蛋 白質の 腐敗 に よ る事は明 らか で あ る が 、 ．ζ の 原因 は好氣菌に よ る もの か 、

嫌氣箘たよ る もの か 、 或ひ は單に 酵素作 用に よ る もの か 不明で AqKERMANN
，
　KOESSLER

，
　HANICE

，

HIRAI
，
　ME肌 ANBY ，

　TwoER 氏等は細菌に よ る もの で あると云 ひ、　SAMMART：Us
，
　GlmARID

．
．PARsoN8，

LUCASE 氏等 は然 らす と言ひ 、
　 Tl｛ARpE 氏は新 鮮な牛 の横紋筋に 、 河合氏は 無菌的に 兎肉を 30°C

に放置せ しめ て 得た汁 液に ヒ ス ク ミ ン を檢出 し 、 叉食物及び その腐敗物 、 麥酒酵母 v 植物及 び そ の

腐敗物 に も檢 出さ れ て ゐ る 。 充 卜嵐氏は 鯔 で は 脊骨を中心 と して 最 も：多 く生成され る．こ とを見 、 鯖

肉を無菌的 に 處理 して 放置 した もの よ リ ヒ ス タ ミ ン を檢出 して 好氣菌に よ らな い こ とを確 めた 。

　斯 くの 如 く、ヒ ス タ ミ ン は 好氣菌及び嫌氣繭に よ る外、新鮮 な臓器叉 は筋肉中に も微量k存在す る

もの で ある o

　私ぱ 前逋 の 如 く鹽酸處理 に て得 た 可食 部k 辛 味を感じた の で これ の ヒ ス タ ミ ン の 存否 を臉 し 、 更

に可食部貯藏 中に 於け る ヒ ス タ ミ ン の 滔長に就 い て 試驗 した6
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